
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 ライラック乳酸菌 スタンダード（カプセル） 

機能性関与成分名 有胞子性乳酸菌 (Bacillus coagulans) lilac-01 

表示しようとする

機能性 

本品には、生きた有胞子性乳酸菌 (Bacillus coagulans) 

lilac-01 が含まれています。便秘傾向の方の便の状態（便の色、

臭い、量、形）を整え、お通じ（回数、残便感）を改善すること

が報告されています。便通が気になる方に適した食品です。 

 
２．作用機序 
当該製品の機能性関与成分である有胞子性乳酸菌 (Bacillus coagulans) lilac-01

は、Bacillus coagulans のうちの一株です。Bacillus coagulans は、通性嫌気性細菌

のため*1、嫌気状態では乳酸発酵を行い*2、プロバイオティクスとして世界中で

利用されています*3。 

一般的に乳酸菌は腸内で乳酸を生成し、乳酸には糞便水分量を増加させる作

用があります*4。そのため、便が軟らかくなり、排便しやすくなり、排便回数が

増加し、残便感が減少して、便秘症状が軽減します。さらに、乳酸による糞便

pH の低下のために (便の色は黄色く変化する)、臭いをつくる細菌数が減少し、

臭いが減少します*5。腸管の蠕動運動を促進させることも報告されています*6。

また、便の形は便の水分含量を表し、腸内細菌叢のバランスが正常化すると、

便の形が整うと考えられています*5。 

有胞子性乳酸菌 (Bacillus coagulans) lilac-01 を投与した動物実験 

(WKAH/HkmSlc ラット, 5 週齢雄, n=8, 2 週間) では、有意に、短鎖脂肪酸（酢酸・

プロピオン酸・酪酸）が増加し、盲腸内 pH が低下しました*7。短鎖脂肪酸は、

腸内細菌がつくる有機酸で、腸の蠕動運動を促進すること*6 と便重量や便の移動

時間と相関すること*8 が報告されています。 

以上のように、有胞子性乳酸菌 (Bacillus coagulans) lilac-01 により、便通・便

性が改善すると考えられます。 
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